
ゲノム育種の開発と実証
○複数マーカーの同時利用技術等の確立

H10 H15 H16 H17 H18 H19

重要形質関連遺伝子の機能解明
○高品質、機能性、光合成、不良環境耐性、病害虫抵抗性の関連遺伝子の単離と機能解明

多様性ゲノム解析研究
○ムギ類・野生イネの有用遺伝子探索

ＱＴＬ遺伝子解析の推進
○複雑形質の解析手法の構築と遺伝子の単離

遺伝地図とミュータントパネル利用型
○Tos17を用いた遺伝子破壊系統群の整備とそれを活用した遺伝子単離及び機能解析

ゲノムリソースセンターの整備
○イネゲノム研究に必要な研究材料及び情報の整備と提供体制の構築

評価対象課題の変遷評価対象課題の変遷
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○研究材料の整備（イネ完全長ｃＤＮＡ、突然変異系統（Ｔｏｓ17)、遺伝解析材料）
○研究素材の管理提供システムの開発
○研究材料の利用技術開発（マイクロアレイ）

実
用
化

基
礎
・
応
用

基
盤

多様性ゲノム
解析研究

ゲノム育種技術の開発と実証

○野生イネ有用遺伝
子探索
○ムギ類の遺伝子機
能解析
○シンテニーマップ作
成（イネｖｓムギ）

遺伝子比較遺伝子比較

チームリーダー
松本 隆（生物研）

チームリーダー：岡本正弘（作物研）

チームリーダー：長村吉晃（生物研）

○有用遺伝子の集積、複数マーカーの同時利用技術による効率的な育種法（ゲノム育種技術）を開発
○強度病害抵抗性、不良環境耐性、強度冷害耐性イネのモデル系統を作出

チームリーダー
廣近洋彦（生物研）

ゲノムリソースセンターの整備

各課題の関係各課題の関係

重要形質関連遺
伝子の機能解明

チームリーダー
松岡 信（名古屋大）

○高品質
○機能性
○光合成
○不良環境耐性
○病害虫抵抗性

の5つの形質に関連し
た遺伝子の単離と機能
解明

遺伝子地図と
ミュータントパネ

ル利用型

○Tos17を用いた遺伝

子破壊系統群（ミュータ
ントパネル）の整備
○ミュータントパネルを
活用した遺伝子単離及
び機能解析

QTL遺伝子解析

の推進

チームリーダー
矢野昌裕（生物研）

○一塩基多型（SNP)タ
イピングアレイの開発
○QTL遺伝子の単離と

機能解析

遺伝子の供給遺伝子の供給 育種素材供給育種素材供給ゲノム育種への反映ゲノム育種への反映

研究資源の供給研究資源の供給 解析技術の提供解析技術の提供

ゲノムゲノム
情報情報のの
共有共有

ゲノムゲノム
情報情報のの
共有共有

85



イネゲノム研究のこれまでの成果イネゲノム研究のこれまでの成果 ①①

◎ イネゲノム完全解読（約約33億億77千万千万の塩基配列を決定、精度精度99.99%99.99%）
（イネ全ゲノム塩基配列完全解読（2004）日本の寄与率５５％）

◎ DNAマーカー約３万個約３万個開発 DNAマーカー育種技術の確立により

育種期間が育種期間が1010年から年から33年へと大幅短縮年へと大幅短縮 （次ページ参照）

◎ イネ変異系統の作出（遺伝子破壊系統（約遺伝子破壊系統（約5050，，000000系統）、遺伝子過剰発現系統（約系統）、遺伝子過剰発現系統（約88，，000000系統）系統））

○ マイクロアレイ（遺伝子発現解析キット）の開発マイクロアレイ（遺伝子発現解析キット）の開発

◎ イネゲノムデータベースの構築

◎ 約約100100の遺伝子の機能解明の遺伝子の機能解明（（例）草丈、病虫害抵抗性遺伝子等の農業上重要な遺伝子）
（うち、遺伝子機能遺伝子機能 ７０、７０、DNADNAマーカーマーカー 44について特許取得・出願について特許取得・出願）

…GGCGCTGGTAGTGTCCGAGCCGGAGAG…
DNA

A

GA
TCCGTA

TGCT細胞
染色体

◎ 作物開発や遺伝子機能の解明に貢献する画期的な技術の開発

○ 2626の手法・プログラムについて特許取得・出願の手法・プログラムについて特許取得・出願（（例）目的の物質をイネの胚乳部分に効率的に蓄積させる技術）

○ 塩基配列情報、遺伝地図情報、変異系統情報等の検索システムを整備
約約1010万件万件//日のアクセス日のアクセス

マイクロアレイ

ゲノムの構造

注）特許数については19年3月末現在
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Hd1, 出穂期
Plant Cell (2000)

Hd3a,出穂期
PCP (2002)
Hd6,出穂期
PNAS (2001)

Ehd1,出穂期
Genes Dev (2004)

Xa1, 白葉枯病抵抗性
PNAS (1998) 

Pib,いもち病害抵抗性
Plant J (1999)

qSH1, 脱粒性
Science (2006)

Gn1, 種子数
Science (2005)

d1, 草丈
PNAS (1999)

d11, 草丈
Plant Cell (2005)

Lsi1, Lsi2 ケイ酸吸収
Nature (2006) (2007)

LOG, 茎数
Nature (2007)

gid1, ジベレリン反応
Nature (2005) 

gid2, ジベレリン反応
Science (2003)Spl7, 高温ストレス耐性

PNAS (2002)
qUVR10, 紫外線耐性
Genetics (2005)

OsDREB1A-D, OsDREB2A, 乾燥、塩害、低温耐性
Plant J (2003)

生産性の向上

病虫害抵抗性

環境ストレス耐性

イネゲノム研究のこれまでの成果イネゲノム研究のこれまでの成果 ②②

多収性

バイオマス量の増加

生理機能解明

〔Impact Factor〕
Science(30.0) Nature(26.7),Genes Dev(15.1)
Plant Cell(9.9),PNAS(9.6),Plant J.(6.6), PCP(3.3)

87



�������	
�����������

�������HD1	
������
�����	 
������

�������HD1	 ����� ��IL3	

10��
�

10��
�

�������� ���� !������������ !�

"#$%&'( )*+, -."#$%&'( )*+, -. ��

//0�123*456�����0�123*456����� !� !�

�����SD1	78�9
:;<*=
���>7H20.2.22)

?-19@AB1300ha CDEF

:;:;<* ����������

GGHI"JKL�MNO�%���HI"JKL�MNO�%��� !� !�

��IL2�

��IL2	 MNO

��ILP	
������

HI"JKL�

QR, STU
VAWXHI"J
KL� YZ[
\]^6)_[
`ab


	資料５－参考１-3.pdf
	①評価結果（表題・目次）
	バインダ2.pdf
	②H16年度事後評価.pdf
	③H18事後評価
	④H19事後評価
	⑤委員名簿


	p88



